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(1) 取 り 上 げ る 事 業 の 内 容 と 現 在 の デ ー タ 利 活 用 状 況  

① 事 業 の 名 称 及 び 概 要  

事 業 の 名 称 ： Ｈ 市 上 水 道 事 業  

事 業 の 概 要 ： Ｈ 市 は 人 口 約 120 万 人 を 擁 す る 地 方 中 枢

都 市 で あ る 。 中 山 間 地 域 を 含 む 市 内 全 域 に 給 水 区 域 を

広 げ て い る が 、 高 度 経 済 成 長 期 に 集 中 整 備 し た 施 設 の

老 朽 化 が 問 題 と な っ て い る 。 ま た 、 人 口 減 少 基 調 に あ

る た め 、 水 需 要 の 低 下 に 伴 う 料 金 収 入 の 減 少 や 労 働 力

人 口 の 減 少 に 伴 う 職 員 数 の 減 少 、 そ れ に 伴 う 技 術 力 の

低 下 が 問 題 と な っ て い る 。  

② 事 業 の 目 的  

 水 道 法 の 目 的 で あ る 「 清 浄 に し て 豊 富 低 廉 」 な 水 道

水 の 安 定 供 給 に よ り 、 公 衆 衛 生 の 向 上 及 び 市 民 経 済 、

産 業 活 動 の 発 展 に 寄 与 す る こ と で あ る 。  

③ 事 業 が 創 出 し て い る 成 果 物  

 水 質 基 準 に 適 合 し た 安 全 な 水 道 水 、 及 び そ の 安 定 供

給 を 図 る た め の 水 道 イ ン フ ラ で あ る 。  

④ 事 業 に お け る 現 在 の デ ー タ の 利 活 用 状 況  

a) 水 道 使 用 量 デ ー タ  

● 収 集 ・ 解 析 し て い る デ ー タ  

 現 地 検 針 に よ り 得 ら れ る 各 戸 の 隔 月 の 水 道 使 用 量  

● 事 業 で の 活 用 方 法  

 料 金 算 定 に 用 い る こ と は も ち ろ ん の こ と 、 地 区 ご と

の 水 需 要 を 踏 ま え た 施 設 規 模 の 設 定 や 水 運 用 、 水 道 シ

ス テ ム 全 体 で の 浄 水 処 理 量 の 調 整 等 に 活 用 し て い る 。  
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● 利 活 用 に お け る 留 意 点  

 使 用 量 に は 季 節 変 動 が あ る た め 、 施 設 規 模 に お い て

は 使 用 量 が 最 大 と な る 時 期 の デ ー タ を 参 照 す る こ と や 、

水 運 用 に お い て は 使 用 量 に 対 し て 供 給 過 大 と な り 停 滞

水 が 発 生 す る こ と が な い よ う 管 理 を 徹 底 す る 。  

● 利 活 用 に お け る 問 題 点 ・ 今 後 の 課 題  

 使 用 量 デ ー タ は 隔 月 収 集 で あ る た め 、 リ ア ル タ イ ム

の 状 況 が 把 握 で き な い 。 ま た 、 豪 雪 地 帯 や 離 島 等 ア ク

セ ス 困 難 な 地 域 や 、 検 針 困 難 な メ ー タ ー 位 置 で は 、 推

定 に よ ら ざ る を 得 ず 、 正 確 な 使 用 量 を 把 握 で き て い な

い 。 今 後 は リ ア ル タ イ ム か つ 正 確 な 把 握 が 課 題 と な る 。  

b) 水 質 デ ー タ  

● 収 集 ・ 解 析 し て い る デ ー タ  

 浄 水 処 理 工 程 及 び 配 水 工 程 に お け る 水 質 デ ー タ  

● 事 業 で の 活 用 方 法  

 水 質 異 常 の 監 視 、 浄 水 処 理 用 薬 品 注 入 率 の 算 定 、 追

加 塩 素 注 入 量 調 整 等 に 活 用 し て い る 。  

● 利 活 用 に お け る 留 意 点  

 浄 水 処 理 用 薬 品 注 入 率 の 設 定 に お い て は 、 あ る 程 度

良 い 相 関 が 得 ら れ て い る も の の 、 推 定 式 通 り 処 理 す れ

ば 万 全 と い う レ ベ ル に は 到 っ て い な い 。  

● 利 活 用 に お け る 問 題 点 ・ 今 後 の 課 題  

 主 に フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 で あ り 、 突 発 的 な 水 質 異 常

へ の 対 応 が 遅 れ が ち で あ る 。 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御

へ の 転 換 、 M2M 等 DX を 活 用 し た 制 御 導 入 が 課 題 と な る 。  
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(2)-1 今 後 導 入 が 可 能 と な る デ ー タ 利 活 用 の 方 法 Ⅰ  

① デ ー タ の 内 容 と そ の 利 活 用 の 方 法  

デ ー タ の 内 容 ： 水 道 施 設 の 運 転 ・ 設 定 デ ー タ  

利 活 用 の 方 法 ： 全 て の 水 道 施 設 の 運 転 管 理 シ ス テ ム を 、

デ ー タ 流 通 の 共 通 形 式 に 沿 っ て 相 互 連 携 さ せ る 、 広 域

運 転 管 理 シ ス テ ム を 構 築 し 、 遠 隔 監 視 ・ 制 御 を 行 う 。  

② 事 業 に も た ら す 効 果  

 運 転 管 理 の 拠 点 を 集 約 で き る こ と に よ り 、 業 務 の 効

率 化 が 図 ら れ 、 人 員 の 余 力 を 他 の 業 務 に 重 点 配 分 す る

こ と が で き る （ 人 的 資 源 管 理 ）。 ま た 、 水 道 情 報 プ ラ ッ

ト フ ォ ー ム に 準 拠 し た デ ー タ 形 式 を 統 一 採 用 す る こ と

に よ り 、 ベ ン ダ ー ロ ッ ク イ ン か ら 解 放 さ れ る た め 、 競

争 性 が 生 じ 、 調 達 ・ 運 用 コ ス ト が 低 減 で き る （ 経 済 性

管 理 ）。 さ ら に 、 職 員 の 拠 点 間 移 動 に か か る エ ネ ル ギ ー

消 費 を 低 減 す る こ と が で き る （ 社 会 環 境 管 理 ）。 

③ 利 活 用 を 進 め て い く う え で の 課 題 や リ ス ク  

 有 人 で の 監 視 ・ 制 御 を 行 っ て い る 施 設 に つ い て 遠 隔

監 視 ・ 制 御 に 切 替 え る と 、 詳 細 な 運 転 状 況 の 把 握 を い

か に 行 う か が 課 題 と な る 。 ま た 、 通 信 設 備 等 の 故 障 リ

ス ク が 新 た に 生 じ る こ と に な る （ 安 全 管 理 ）。 

 ま た 、 遠 隔 で の 運 転 管 理 シ ス テ ム に 不 正 ア ク セ ス し 、

DoS 攻 撃 に よ る 機 能 不 全 や 、 ラ ン サ ム ウ ェ ア に よ る 身

代 金 要 求 等 の サ イ バ ー テ ロ が 発 生 す る リ ス ク が 生 じ る 。

こ の た め 、 暗 号 化 ・ ア ク セ ス 制 御 等 の 情 報 セ キ ュ リ テ

ィ 対 策 が 全 組 織 的 な 課 題 と な る （ 情 報 管 理 ）。 
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(2)-2 今 後 導 入 が 可 能 と な る デ ー タ 利 活 用 の 方 法 Ⅱ  

① デ ー タ の 内 容 と そ の 利 活 用 の 方 法  

デ ー タ の 内 容 ： 環 境 デ ー タ （ 交 通 量 ・ 地 質 ・ 土 壌 等 ）

及 び 管 路 デ ー タ （ 管 材 質 ・ 敷 設 年 度 ・ 漏 水 履 歴 等 ）  

利 活 用 の 方 法 ： 環 境 デ ー タ 及 び 管 路 デ ー タ を 用 い て 、

AI に よ る 管 路 の 老 朽 度 判 定 を 行 う 。  

② 事 業 に も た ら す 効 果  

 従 来 は 、 多 大 な 費 用 と 時 間 を 要 す る 試 掘 を 行 い 、 目

視 に よ っ て 老 朽 度 判 定 を 行 っ て い た 。 AI に よ る 判 定 で

は 、 こ れ ら の コ ス ト を 削 減 で き る 。 ま た 、 維 持 管 理 の

優 先 度 を よ り 正 確 に 把 握 す る こ と が で き る た め 、 ア セ

ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 強 化 に 資 す る （ 経 済 性 管 理 ）。 

 ま た 、 試 掘 で は 部 分 的 な 劣 化 の 把 握 に 留 ま る が 、 AI

に よ る 判 定 で は 全 体 的 に 把 握 で き る た め 、 劣 化 に よ る

断 水 や 事 故 発 生 の リ ス ク を 低 減 で き る （ 安 全 管 理 ）。 

③ 利 活 用 を 進 め て い く う え で の 課 題 や リ ス ク  

 AI に 全 て 頼 っ て し ま う と 、 AI に よ る 判 定 不 能 時 や AI

シ ス テ ム 更 新 時 等 に 必 要 な 技 術 ス キ ル を 持 っ た 職 員 が

い な く な る リ ス ク が 生 じ る 。 OJT や Off-JT 等 の 教 育 訓 練

に よ る 技 術 力 の 維 持 が 課 題 と な る （ 人 的 資 源 管 理 ）。 

 ま た 、 AI の 判 定 精 度 不 足 に よ る 誤 判 定 が 生 じ る リ ス

ク が あ る 。 そ の た め 、 学 習 期 間 を 十 分 に 確 保 す る こ と

や 、 定 期 的 な 試 掘 を 実 施 し 、 そ の 結 果 と 照 合 し て 必 要

に 応 じ て 推 論 モ デ ル を 修 正 す る 等 の 判 定 精 度 向 上 に 向

け た 取 組 が 課 題 と な る （ 情 報 管 理 ）。 
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(3) 近 い 将 来 に お い て 実 現 可 能 と な る デ ー タ の 利 活 用  

① デ ー タ の 内 容 と そ の 利 活 用 の 方 法  

デ ー タ の 内 容 ： リ ア ル タ イ ム に 収 集 す る 水 道 使 用 量  

利 活 用 の 方 法 ： 各 戸 に 設 置 さ れ て い る 水 道 メ ー タ ー を

ス マ ー ト メ ー タ ー に 代 替 し 、 LPWA 等 の 広 域 無 線 通 信 を

用 い て 収 集 し 、 現 地 検 針 を 廃 止 す る 。  

② 事 業 に も た ら す 効 果  

 分 刻 み の 水 道 使 用 量 が 把 握 で き る こ と で 、 時 間 帯 別

割 引 や 漏 水 の 早 期 発 見 等 、 水 道 利 用 者 向 け の 新 し い サ

ー ビ ス が 展 開 で き る 。 ま た 、 使 用 量 デ ー タ を 、 前 述 の

広 域 運 転 管 理 シ ス テ ム と 連 携 さ せ る こ と で 、 水 需 要 に

連 動 し た 水 運 用 が 実 現 で き る （ 経 済 性 管 理 ）。 

 ま た 、 使 用 量 デ ー タ を ビ ッ グ デ ー タ と し て オ ー プ ン

化 す る こ と で 、 生 活 形 態 や 行 動 形 態 等 、 ま ち づ く り や

各 種 統 計 に 有 用 な 情 報 が 得 ら れ る （ 情 報 管 理 ）。 

③ 利 活 用 を 進 め て い く う え で の 課 題 や リ ス ク  

 ス マ ー ト メ ー タ ー 導 入 に よ る コ ス ト 上 昇 に よ り 、 料

金 値 上 げ を せ ざ る を 得 な い 事 態 が 想 定 さ れ る 。 料 金 値

上 げ の 際 に は 、 水 道 利 用 者 等 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対

し 、 ス マ ー ト メ ー タ ー 導 入 に よ る メ リ ッ ト 等 を 十 分 に

説 明 し 、 社 会 的 受 容 を 得 る 必 要 が あ る （ 経 済 性 管 理 ）。 

 広 域 無 線 通 信 を 行 う た め 、 本 局 や ス マ ー ト メ ー タ ー

の 故 障 リ ス ク も 考 慮 す る 。 FMEA や HAZOP 等 の シ ス テ ム

安 全 工 学 手 法 や 予 知 保 全 等 予 防 保 全 的 管 理 の 徹 底 に よ

る 、 リ ス ク の 未 然 防 止 が 課 題 と な る （ 安 全 管 理 ）。 以 上  


